
2018年

看護師養成所の教員の勤務実態等に

関する会員調査結果（抜粋）
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背景

看護師基礎教育は30年間、総教育時間を増加せずに科目を増やし続けた
ため、科目あたりの講義・演習・実習時間数が激減（実習は1/2に）

現在、看護師3年課程の7割以上で指定規則を上回る単位数の教育を実施
（平均99.9単位）、3年で行う困難さを指摘する意見が少なくない。

出典：日本看護学校協議会「看護師養成所における看護基礎教育に関する調査報告書」（平成27年度看護職員確保対策特別事業）

目的
看護師養成所の教員の勤務環境、勤務実態、就業継続意向、抱えている
課題等について明らかにする。

対象 看護師養成所に勤務する本会会員

方法
ウェブ調査
※所属施設が「看護系教育研究機関」の本会会員（約13,000人）に依頼文を郵送し、そ
のうちの「看護師養成所の教員」（約8,000人と推計）に調査への協力を依頼。

期間 2018年8月24日～9月19日

内容

属性（所属施設の設置主体、職位、経験年数等）

労働条件・労働時間管理、業務負担軽減に向けて必要な取組み

業務や勤務の実態（カリキュラム外の教育等、時間外勤務、持ち帰り業務）

給与、職場環境、健康状態、就業継続意向、学生や実習に関する課題等

結果 回答者数 2,033名（3年課程 1,663名、2年課程370名）

調査方法
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20代 0.6％

30代

13.5％

40代

35.8％

50代

40.1％

60代

7.6％

無回答

2.3％

女性

92.6％

男性 5.8％

無回答 1.6％

学校長 1.5％

副学校長

7.1％

教務主任

11.4％

実習調整者

7.6％
専任教員

62.6％

実習指導

教員

3.1％

その他

4.8％

無回答 1.9％

回答者の背景（n=1,663）

年 齢 性 別 看護師養成所教員
としての経験年数

職 位 雇用形態

正規職員

92.4％

正規職員以外

（パートタイマー・ア

ルバイト、契約、派

遣、臨時（職員）・嘱

託（職員）） 5.1％

短時間正規職員

0.7％

無回答

1.8％

担当科目以外に
担っている役割（複数回答）
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（％）

36.0％

32.2％

12.4％

40.3％

11.8％

クラス担任

チューター（修学や

生活に関する相談役）

学年担任（1学年に複数

クラスがある場合）

その他

無回答
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1年未満

2.7％

1～3年

19.9％

4～5年

11.5％

6～10年

21.6％

11～20年

28.1％

21～30年

11.8％

31年以上

1.5％

無回答 2.8％



学校法人

24.7％

市町村

14.5％

都道府県

11.1％

医師会

11.1％

医療法人

10.0％

公益法人 5.4％

国立病院機構 4.0％

全国厚生農業協同

組合連合会 2.6％

社会福祉

法人 2.3％

その他の独立

行政法人 1.7％

済生会 1.4％

健康保険組合、共済組合、

国民健康保険組合等 1.4％

労働者健康

福祉機構 1.3％

日本赤十字社 1.3％

その他

6.3％

無回答 0.9％

（％）

（n=1,663）

設置主体

養成所や担当している課程の背景（n=1,663）
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担当課程に配置されている教職員の人数
（配置ありと回答した人のみ）

担当課程に配置されている専任教員の人数
（望ましいとされる専任教員数との比較）

望ましい配置基準未満

22.1％

望ましい配置基準一致

16.6％

望ましい

配置基準超

60.3％

無回答 1.0％

（n=1,618）

（％）

13.5%

39.5%

27.2%

53.6%

70.4%

18.9%

22.4%

40.2%

11.6%

12.3%

20.0%

3.8%

3人以上 3.6%

6.5%

16.4%

0.9%

4.6% 6.5%

0.1%

17.2%

5.8%

0.9%

1.1%

1.7%

1.4%

実習調整者

実習指導教員

専任の事務員

カウンセラー等

0人 1人 2人 3人 4人 5人以上 無回答

（n=1,626）

実習指導教員



担当科目の授業時間数とカリキュラム外での補習や技術演習等
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平均81.9時間/月の授業を担当
加えて7割以上がカリキュラム外で補習や演習を実施

0時間 2.8%

30時間未満

14.9％
30～60時間未満 16.3%60～90時間未満 16.9% 90～120時間未満 23.3% 120～150時間未満 20.9%

150時間以上 5.0%

（％）（n=928）

5時間未満

45.4%

５時間～10時間未満

23.5%

10時間～20時間未満

18.6%

20時間～30時間未満

5.9%

30時間～40時間未満

2.9%

40時間以上 3.7%

（％）

（n=456）

あり

72.0%

なし

28.0%

（n=633）

平均9.2時間/月のカリキュラム外の補習や演習を実施

担当授業時間数（講義＋演習＋実習、2018年6月1日～6月30日）

担当科目のカリキュラム外での補習や技術演習等の実施（講義＋演習＋実習、2018年6月1日～6月30日）



なし

13.6％
時間外労働をした 85.8％

無回答0.6％

（n=1,102）

時間外労働の有無
（時間外勤務手当の支払い対象者のみ）

時間外労働（2018年6月1日～6月30日）
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（％）

平均23.1時間/月の時間外労働を実施
内容は「自分が担当している科目の講義・演習の準備」が7割

（％）

実際に行った時間外労働（平均23.1時間）
（時間外労働をしており、時間数の回答があった人のみ）

5時間未満

12.3%

5～10時間未満

11.3%

10～20時間未満

22.8%

20～30時間未満

19.2%

30～40時間未満

13.5%

40～60時間未満

14.5%

60～80時間未満 5.0%
80時間以上 1.4%

（n=724）

70.9％

49.0％

46.8％

46.3％

45.7％

37.3％

30.4％

23.1％

21.0％

19.1％

14.8％

12.6％

10.8％

9.4％

9.3％

8.3％

6.5％

12.6％

自分が担当している科目の講義・演…

試験・成績に関連した業務

実習の準備

個別の学習指導

学生の生活指導

会議・打合せ

実習

教務事務

国家試験対策

自分が担当している科目以外の…

他の教員への指導

保護者への対応

演習

カリキュラム外の補講・補習

学校管理

研修（校内・校外）

講義

その他 （n=724）

自分が担当している科目の講義・演習の準備

自分が担当している科目以外の講義・演習の
準備

時間外労働で行った業務の内容
（時間外労働をしており、時間数の回答があった人のみ、複数回答）



持ち帰り業務（2018年6月1日～6月30日）
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（％）
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（％）

時間外労働以外に平均15.7時間/月の持ち帰り業務を実施
内容は「自分が担当している科目の講義・演習の準備」が8割

ない

15.7％

ある

83.8％

無回答 0.5％

（n=911）

自宅に持ち帰って行った業務の有無

持ち帰り業務の時間数（平均15.7時間）
（持ち帰った業務があり、時間数の回答があった人のみ）

5時間以下

18.5%

5時間1分～10時間

35.9%
10時間1分～20時間

23.8%

20時間1分～30時間

11.4%

30時間1分～40時間

7.0%
40時間1分以上 3.4%

（n=676）

83.7％

26.3％

23.2％

14.1％

12.6％

7.1％

7.0％

6.2％

5.9％

3.6％

3.3％

2.5％

0.9％

0.3％

7.7％

自分が担当している科目の講義・演習…

試験・成績に関連した業務

実習の準備

自分が担当している科目以外の講義・…

国家試験対策

研修（校内・校外）

会議・打合せ

個別の学習指導

教務事務

カリキュラム外の補講・補習

学生の生活指導

学校管理

他の教員への指導

保護者への対応

その他

自分が担当している科目の講義・演習の準備

自分が担当している科目以外の講義・演習の
準備

業務の内容
（持ち帰った業務があり、時間数の回答があった人のみ（複数回答）

（n=676）



今の養成所で教員

として働き続けたい

45.2％

養成所以外の場で看護職

として働きたい 26.2％

別の養成所に移って教員として働きたい 9.9％

看護職としてではなく別の職種で働きたい6.5％

働きたくない

8.4％

無回答 3.8％

（n=1,663）

看護教員としての就業継続意向①
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（％）

（％）
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これからも看護教員として働き続けたいと思いますか

今の事業所で働き続けたい
58.2%

訪問看護を辞めて他の仕事に就きたい 3.8%

仕事を辞めたい 3.1%

他の訪問看護事業所に移りたい 2.4%

自分で訪問看護事業所を開設したい
1.5%

分からない 20.0%
その他
4.0%

無回答
7.0%

現在の職場からの離職は考えていない
58.5%

現在の職場からの離職を

考えている 40.6%

無回答
0.9%

（％）

◆訪問看護職（日本看護協会・2014年訪問看護実態調査）

◆病院の看護職
（日本看護協会・2010年病院看護職の夜勤・交代制勤務等実態調査）

(参考)訪問看護職や病院の看護職では
約6割が現所属での就業継続の意向

（n=2,262）

（n=2,260）

理由は次のスライドへ

現所属での就業継続意向は45.2％、病院や訪問看護(6割)より低い



59.3％

45.3％

39.2％

37.2％

37.2％

36.4％

33.6％

32.0％

24.3％

22.2％

20.7％

0.6％

持ち帰り業務が多い

時間外勤務（残業）が多い

給与が低い

休暇が取れない

将来のキャリアが描きにくい

適正や能力に自信がない

職場の人間関係があまり良くない

仕事への評価がなされていない

看護教員の社会的評価が低い

スキルアップの機会が限られている

その他

無回答 （n=847）

看護教員としての就業継続意向②

「今の養成所で教員として働き続けたい」以外の回答の理由（複数回答）
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（％）
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現所属で就業を継続したいと思わない理由は
「持ち帰り業務が多い」(59.3%)「時間外勤務が多い」(45.3%)



75.3％

65.3％

57.6％

47.3％

40.3％

35.1％

32.1％

27.7％

25.4％

19.2％

16.2％

9.4％

7.8％

3.2％

専任教員の増員

実習指導教員の増員

給与の増額

教員と事務職員の業務連携の強化

事務職員の増員

病院から養成所への出向等の教員確保の仕組みの構築

非常勤や臨時の教員の増員

文書での業務範囲の明確化

ICT等による業務支援システムの導入

実習指導教員の要件の設置

カウンセラー等の支援を得られる仕組みの構築

管理職の増員

その他

無回答

（％）

（n=1,663）

業務の負担感の軽減のために必要だと思う取組み（複数回答）
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約7割が専任教員や実習指導教員の増員と、
半数程度が給与の増額や事務職員の増員・連携強化と回答


